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１．概要（Summary） 

円筒形状を有する磁性ナノワイヤーは、ナノスケールの

直径とミクロンスケールの長さを持つワイヤーで、小型電

子関連機器の次世代磁気センサや記録媒体素子として

の応用が期待されている。本研究の目的は、水溶液電着

法により作製した FeNi合金の磁性ナノワイヤーにおける

電気的な磁気特性である異方性磁気抵抗(AMR)効果と

磁性ナノワイヤー構造との相関解明について明らかにす

ることである。 

今回、水溶液電着法で FeNi合金の磁性ナノワイヤー

を作製するために必要な条件を探るために、アルミナテン

プレート(AT)中に電着法で作製した強磁性体の FeNi合

金ナノワイヤーを作製、単離し、微細加工によりワイヤー

に電極を付けることで、単一磁性ナノワイヤーの磁気抵抗

(MR)測定を試みた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

3元マグネトロンスパッタ装置 

【実験方法】 

マグネトロンスパッタ装置を用いて、ATの細孔の片側

に電極用の金属 Cuを積層した。水溶液電着法により AT

の細孔中(200 nm)に FeNi合金ワイヤーを作製した。AT

を NaOH溶液により溶かし、FeNi合金ワイヤーを単離し

Si基板上に分散させた。分散したワイヤーを一本選び、

微細加工により電極 Ti/Cuを付けMR測定を試みた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

FeNi合金ワイヤーを水溶液電着法で行う際には、アス

コルビン酸を電着用溶液に入れ、溶液中の Fe2+イオンが

酸化することを防いで試料作製を行った。Fig. 1(a)に AT

内に作製した FeNi合金ワイヤーの X線回折の結果を示

す。FeNi合金の多結晶構造に由来したピークを同定でき

た。また結晶子径は、8.1 nmであった。Fig. 1(b)には、

AT内に作製した FeNi合金ワイヤーの走査型電子線顕

微鏡(SEM) 断面画像を示す。ワイヤーの長さは、36.5 

mであった。またSEM-EDX（エネルギー分散型X線分

析装置）によりFeNi合金ワイヤーの組成分析を行ったとこ

ろ、Fe32Ni68の組成の合金ワイヤーが得られていた。試料

振動型磁力計により磁気曲線を調べたところ、磁性ナノワ

イヤーの細線短手方向に容易軸がある磁気曲線が得られ

た。この結果は、磁気ワイヤー内に空隙があることが示唆

できた。また、ワイヤーの伝導特性を試みたが、試料抵抗

の値が大きく、MRを観測できなかった。今後は、電着の

最適条件を検証し、磁性ナノワイヤー内の空隙を減少さ

せた試料を用いてMR測定を行うことが必要である。 
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Fig. 1 (a) XRD spectrum for FeNi wires.  

(b) Cross-section SEM image of FeNi wires. 


